
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力増幅器に信号を送出する前に、送信機において前記信号のピーク電力振幅をスケー
リングするための方法であって、
　電力が所定の閾値（Ｔｃｌｉｐ）を超える少なくとも２つのピーク（（Ｉｍａｘ（１）
，Ｑｍａｘ（１））、（Ｉｍａｘ（２），Ｑｍａｘ（２）））からなるグループを含むパ
ルス列についてスケーリング係数を計算するステップであって、１つのピークに対する前
記スケーリング係数（Ｔ（１）、Ｔ（２））が、前記グループの少なくとも１つの他のピ
ークに１つのスケーリング係数（Ｔ（２）、Ｔ（１））を適用した場合に発生する前記ピ
ークに及ぶ影響を考慮するステップであって、前記第１および他のピークのそれぞれの位
置での訂正された信号の値が、第２のおよび第１のピークそれぞれの位置において第１の
および第２のピークそれぞれで使用されるクリッピング関数の値を元の信号の値から減算
したものに等しい、前記訂正された信号を計算するサブステップと、
前記予め定められた閾値（Ｔｃｌｉｐ）において前記訂正された信号をクリップするスケ
ーリング係数を計算するサブステップと、を有するステップと、
　前記計算されたスケーリング係数（Ｔ（１）、Ｔ（２））を前記グループの前記個々の
ピーク（（Ｉｍａｘ（１），Ｑｍａｘ（１））、（Ｉｍａｘ（２），Ｑｍａｘ（２）））
に適用するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記影響が、前記ピークと前記少なくとも１つの他のピークとの間の距離に依存する請
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求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スケーリング係数を計算するステップが、
　他のピークの影響を考慮して、各ピークに対する訂正された信号を計算するサブステッ
プと、
　前記訂正された信号から開始して、各ピークに対してスケーリング係数を計算するサブ
ステップとを含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記パルス列に対する前記スケーリング係数が、前記グループに所属するスケーリング
されたピークの電力が前記所定の閾値に到達することを保証する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法の少なくとも２回の反復が、前記信号に連続して適用され、ハードクリッピン
グのステップがその後に続く請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記信号が、いくつかのＣＤＭＡ信号の重ね合わせによって構成される複数の単一搬送
波の信号を含む信号である請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　信号のピーク電力をスケーリングするための手段を含む送信機であって、前記送信機は
前記信号を増幅するための電力増幅器をさらに含み、前記送信機が、ピーク電力をスケー
リングするための前記手段、すなわち
　電力が所定の閾値を超える少なくとも２つの隣接するピークからなるグループを含むパ
ルス列についてスケーリング係数を計算するための手段であって、１つのピークに対する
前記スケーリング係数が、前記グループの少なくとも１つの他のピークに１つのスケーリ
ング係数を適用した場合に発生する前記パルス列に及ぶ影響を含む手段と、
　前記計算されたスケーリング係数を前記グループの前記個々のピークに適用するための
手段とを含む送信機。
【請求項８】
　前記ピーク電力をスケーリングするための手段が、ＤＳＰまたはＦＰＧＡ上で実施され
る に記載の送信機。
【請求項９】
　ＣＤＭＡ無線通信ネットワークの基地局において使用される に記載の送信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば直交コード分割多重（ＯＣＤＭ）または直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）を使用するシステムにおいて伝送される信号のピーク対平均比（ＰＡＲ）を低減する
ための技術を特に用いて、デジタル信号を伝送するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、参照により本明細書に組み込まれる優先権の基礎となる出願、欧州特許出願
ＥＰ　０２　３６０　２５２．７号に基づく。
【０００３】
　通常、無線通信ネットワークの伝送チェーンは、無線インターフェースを介した伝送の
前に信号を増幅するための電力増幅器を含む。ＰＡＲは、電力増幅器に送出される信号の
重要な特性である。ＰＡＲは、信号の最も大きい振幅と信号の平均振幅との間の比によっ
て定義される。
【０００４】
　スペクトル拡散技術（例えば、ＯＣＤＭ、ＯＦＤＭ）を使用して一人または何人かのユ
ーザによって伝送される広帯域多搬送波信号は、厳密なスペクトルマスク、および、大き
なピーク対平均比（約１２ｄＢのＰＡＲ）をもたらす動的な広い包絡変調（ｅｎｖｅｌｏ
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ｐｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を伴う近ガウス周波数分布を示す。
【０００５】
　電力増幅器は、通常、増幅器の出力における信号の電力と電力増幅器の総電力消費量と
の間の比として定義されるその増幅器の効率によって特徴づけられる。
【０００６】
　大きなピーク対平均比を有する信号は、電力増幅器の効率を低下させる。約１２ｄＢの
ＰＡＲを持つＣＤＭＡ信号の標準に準拠した増幅のためには、（約１２ｄＢの電力増幅器
バックオフとして知られている）同じ次数の増幅器チェーンの設計数値を大きくすること
（ｏｖｅｒ－ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｉｎｇ）が必要となる。このような設計数値増大は、無
線通信ネットワークの送信機において（特に基地局において）必要とされるエネルギ供給
、または、適切な冷却手段の点で大きな犠牲をもたらす。にもかかわらず、この設計数値
増大は、電力増幅器の特性の非線形領域に到達しないために必要である。到達した場合に
は、信号の各ピークは電力増幅器を飽和させ、変調歪みによって受信機におけるビット誤
り率を高める。
【０００７】
　この問題に対する知られている対策はクリッピング技術である。この技術は、その電力
増幅器の特性に従って決定される閾値振幅を超える振幅を有するピークを信号から排除す
ることにある。これは、通常、この振幅閾値において信号を飽和させることによって得ら
れる。閾値の選択は、電力増幅器の効率と伝送される信号の品質との間での兼ね合いとな
る。確かに、閾値が低く設定されるにつれて、ピークに含まれるより多くの情報が信号か
ら排除され、品質はより悪化する。
【０００８】
　通常のクリッピング技術は非線形フィルタリングの問題に直面しなければならない。一
方で、閾値において信号を飽和させることは、スペクトルマスクの点で信号に設定された
要件に従わない広帯域雑音を発生させる。確かに、通常のクリッピング技術は、信号スペ
クトルを、許容されたスペクトルマスクを超えて拡張させ、隣接する周波数チャンネルに
干渉をもたらす。他方で、許容されたスペクトルマスクの外側の雑音を排除するためにフ
ィルタリングが行われた時は、フィルタリングに固有のメモリ効果が、所望の閾値を超え
る信号ピークを再発生させる。
【０００９】
　他の知られている方法は、与えられた電力閾値を超えた時に信号から所定のクリッピン
グ関数を差し引くことによって信号をクリッピングすることにある。クリッピングがいか
なる帯域外干渉ももたらさないことを確実にするためには、クリッピングするための信号
としてほぼ同じ帯域を有する関数が選択される。この方法は、他のピークのクリッピング
関数の範囲内に該当する、閾値を超えるピークがない限り、良好な結果をもたらす。
【００１０】
　図１ａは、閾値を超えるピーク間の距離が、異なるピークのクリッピング間に干渉をも
たらさない程度に十分大きい状況を示す。図１ａは、距離Δ１ ａ 、．．．、Δ２ ａ によっ
てそれぞれ隔てられた３つのピークＰｅａｋ　１ａ、．．．、Ｐｅａｋ　３ａに対するク
リッピング関数δ１ ａ （ｘ）、．．．、δ３ ａ （ｘ）を示す。ピーク間の距離が十分大き
く、そのため、クリッピング関数の交点はたまたまクリッピング関数が非常に減衰された
領域にあるため、クリッピング関数δ１ ａ （ｘ）、．．．、δ３ ａ （ｘ）は重なり合わな
い。クリッピング関数δ１ ａ （ｘ）、．．．、δ３ ａ （ｘ）の各々は、ピーク振幅によっ
て決定されるスケーリング係数を使用して増倍され、通常の方法を使用して計算される。
【００１１】
　逆に、図１ｂは、閾値を超える３つのピークが狭い領域に集中し、信号がクリッピング
された時に干渉をもたらす状況を示す。図１ｂは、距離Δ１ ｂ 、．．．、Δ２ ｂ によって
それぞれ隔てられた３つのピークＰｅａｋ　１ｂ、．．．、Ｐｅａｋ　３ｂに対するクリ
ッピング関数δ１ ｂ （ｘ）、．．．、δ３ ｂ （ｘ）を示す。この場合、クリッピング関数
δ１ ｂ （ｘ）、．．．、δ３ ｂ （ｘ）は重なり合っている。クリッピングがＰｅａｋ　１
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ｂまたはＰｅａｋ　３ｂのいずれかに適用された時、第２のピークＰｅａｋ　２ｂの電力
は既に低下している。結果的に、クリッピングが適用される前にＰｅａｋ　２ｂについて
その振幅に応じて計算される通常のスケーリング係数は大き過ぎる。もしそのような効果
を無視すれば、ピーク２ｂは重なり合わされる。
【００１２】
　この欠点に対する解決策は、クリッピング法を何回か反復して行うことであり、各反復
においては、（ピークのクリッピング関数の重なり合いをもたらさない）十分に大きな距
離によって隔てられた最も高い各ピークのみがクリッピングされ、追加の反復において、
残っている他のピークがクリッピングされる。この方法は、欧州特許出願公開ＥＰ１　１
９５　８９２号明細書に説明されている。
【００１３】
　上述したクリッピング方法の欠点は、簡略化された相互作用のモデルのみが過剰クリッ
ピングに対応するために使用され、ピークコード領域誤りを増大させ、ビット誤り率を増
大させることである。
【００１４】
【特許文献１】欧州特許出願公開ＥＰ１　１９５　８９２号明細書
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．１４１　ｖ３．６．０の６．５．２．２段落
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的は、過剰クリッピングの低減に対してより良好に対応する、信号のピーク
電力振幅をスケーリングするための方法を提供することである。
【００１６】
　本発明の他の目的は、この方法を実施する送信機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　この目的は、電力増幅器に信号を送出する前に、送信機における前記信号のピーク電力
振幅をスケーリングするための方法であって、
　電力が所定の閾値を超える少なくとも２つのピークからなるグループを含むパルス列に
ついてスケーリング係数を計算するステップであって、１つのピークに対する前記スケー
リング係数が、前記グループの少なくとも１つの他のピークに１つのスケーリング係数を
適用した場合に発生する、前記ピークに及ぶ影響を考慮するステップ、および、
　前記計算されたスケーリング係数を前記グループの前記個々のピークに適用するステッ
プを含む方法によって達成される。
【００１８】
　この目的は、信号のピーク電力をスケーリングするための手段を含む送信機であって、
前記送信機は前記信号を増幅するための電力増幅器をさらに含み、前記送信機がピーク電
力をスケーリングするための前記手段と、
　電力が所定の閾値を超える少なくとも２つの隣接するピークからなるグループを含むパ
ルス列についてスケーリング係数を計算するための手段であって、１つのピークに対する
前記スケーリング係数が、前記グループの少なくとも１つの他のピークに１つのスケーリ
ング係数を適用した場合に発生する、前記パルス列に及ぶ影響を含む手段、および、
　前記計算されたスケーリング係数を前記グループの前記個々のピークに適用するための
手段を含む送信機によってさらに達成される。
【００１９】
　本発明によれば、本方法は、隣接するピークの相互作用の影響を考慮することによって
過剰クリッピング効果を低減する。この方法の実施の結果は、理論的限界に近いものにな
る。
【００２０】
　本発明による方法は、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．１４１　ｖ３．６．０の６．５．２．２
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段落に定義される隣接チャンネル漏洩電力比（ＡＣＬＲ）を許容範囲に維持するという利
点を有する。
【００２１】
　他の利点は、特に多搬送波の信号を増幅するために電力増幅器が使用される時に、効率
的なクリッピング方法を提供することである。
【００２２】
　他の利点は、クリッピングされた信号に対して周波数スペクトルの純度を最適化するこ
とである。結果的に、これは、ＡＣＬＲが許容できる範囲にあるためにシステムの容量を
増大させる。
【００２３】
　本発明の好ましい実施形態においては、信号ピークを漸進的に抑制するために、本スケ
ーリング方法の連続した反復が信号に対して適用される。
【００２４】
　本発明のさらなる有利な機能は、従属する特許請求の範囲に規定される。
【００２５】
　本発明の他の特徴および利点は、非限定的説明の方法によって与える好ましい実施の以
下の説明を読むこと、および、添付の図面から理解される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図１ａおよび１ｂは、従来技術に関して既に説明した。
【００２７】
　以下の説明は、単一搬送波信号ならびに多搬送波信号に適用する。
【００２８】
　図２は、本発明によるクリッピング方法の可能な実施に対するフロー図を示す。
【００２９】
　以下、クリッピングされる信号ｓ（ｔ）は、その位相内成分Ｉ（ｔ）および直交内成分
Ｑ（ｔ）に分解され、したがって、ｓ（ｔ）＝（Ｉ（ｔ）、Ｑ（ｔ））となる。
【００３０】
　従来技術の方法によれば、もしピーク最大値における信号電力Ｐｍ ａ ｘ が所定の閾値Ｔ

ｃ ｌ ｉ ｐ より高く、以下の式を満たすなら、クリッピングが行われる。（ｉは検討される
ピークを参照する記号である。）
【数１】
　
　
【００３１】
　記号ｉで参照されるピークに対するスケーリング係数Ｓ（ｉ）は、信号ｓの成分Ｉおよ
びＱに対して適用され、ここで、
【数２】
　
　
である。
【００３２】
　ディラックインパルスＤＩ 、ＤＱ は、振幅としてそれぞれＳ（ｉ）×Ｉｍ ａ ｘ （ｉ）、
Ｓ（ｉ）×Ｑｍ ａ ｘ （ｉ）を持ち、各信号成分ＩおよびＱにおけるそれぞれのピーク最大
値Ｉｍ ａ ｘ （ｉ）、Ｑｍ ａ ｘ （ｉ）の位置に位置する。
【数３】
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【００３３】
　記号ｉで参照される１つの単一の隔離されたピークのために計算されるスケーリング係
数の適用の結果として得られる信号のいかなるサンプル（Ｉ、Ｑ）にも及ぼす影響は、以
下の式で得られる。
【数４】
　
　
　
　
【００３４】
　ここで、Δｉ はサンプル（Ｉ、Ｑ）とピーク（Ｉｍ ａ ｘ （ｉ）、Ｑｍ ａ ｘ （ｉ））との
間の距離である。
【００３５】
　ピーク（Ｉｍ ａ ｘ （ｉ）、Ｑｍ ａ ｘ （ｉ））自体のクリッピングは、Δ＝０、δ（０）
＝１に設定した時に得られる。
【数５】
　
　
　
　
【００３６】
　Ｓ（ｉ）の選択は、
【数６】
　
　
　
であることを保証する。
【００３７】
　ｍ個のピークの連続したクリッピングによって発生される信号のいかなるサンプル（Ｉ
、Ｑ）にも及ぶ影響は、
【数７】
　
　
　
　
によって与えられる。
【００３８】
　ここでΔｉ はサンプル（Ｉ、Ｑ）とピークｉとの間の距離である。
【００３９】
　全てのｍ個のピークに対する、対応するスケーリング係数の適用の結果得られる１つの
ピーク（Ｉｍ ａ ｘ （ｉ）、Ｑｍ ａ ｘ （ｉ））によって経験される影響は、以下のように得
られる。
【数８】
　
　
　
　
【００４０】
　当業者には、この場合に条件［Ｉｍ ａ ｘ （ｉ）ｃ ］２ ＋［Ｑｍ ａ ｘ

ｃ （ｉ）］２ ＝Ｔｃ

ｌ ｉ ｐ
２
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が満足されていないことが明らかである。
【００４１】
　もし第１のピーク（Ｉ（１）、Ｑ（１））および第２のピーク（Ｉ（２）、Ｑ（２））
が距離Δによって隔てられているなら、以下のクリッピングされた信号が得られる。
【数９】
　
　
　
　
　
　
　
【００４２】
　δ（０）＝１を使用して、（式３ａ、３ｂから）ｓｉ （Δ）＝Ｓ（ｉ）×δ（Δ）、ｓ

ｉ （０）＝Ｓ（ｉ）×δ（０）＝Ｓ（ｉ）を設定し、かつ、ＤＩ （ｉ）＝Ｓ（ｉ）×Ｉｍ

ａ ｘ （ｉ）、ＤＱ （ｉ）＝Ｓ（ｉ）×Ｑｍ ａ ｘ （ｉ）と置き換えると、以下の方程式系列
が得られる。
【数１０】
　
　
　
　
　
　
　
【００４３】
　項ｓ１ （Δ）、ｓ２ （Δ）はそれぞれ第１のピークに及ぼす第２のピークの影響、およ
び、第２のピークに及ぼす第１のピークの影響を表す。
【００４４】
　本発明によれば、他の信号の影響を考慮する訂正されたそれぞれの信号（Ｉｍ ａ ｘ （１
）＊ 、Ｑｍ ａ ｘ （１）＊ ）、（Ｉｍ ａ ｘ （２）＊ 、Ｑｍ ａ ｘ （２）＊ ）は以下のように計
算される。
【数１１】
　
　
　
　
　
　
　
【００４５】
　本発明によれば、これらの訂正された信号（Ｉｍ ａ ｘ （１）＊ 、Ｑｍ ａ ｘ （１）＊ ）、
（Ｉｍ ａ ｘ （２）＊ 、Ｑｍ ａ ｘ （２）＊ ）はクリッピング方法を適用するために使用され
る。
【００４６】
　この方法は、ピークが、所定の距離より小さな距離Δによって隔てられる時、特に有利
である。この所定の距離は、好ましくは、２つのピークの畳み込み範囲（すなわち、クリ
ッピング関数の範囲）に等しい。
【００４７】
　ピークのクリッピング関数δ（ｘ）がその最大値から距離が大きくなるにつれて急激に
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低下するため（図１ａを参照）、最も普通の構成は、２つまたは３つのピークが互いに影
響し合うと考えられるものである。しかし、当業者には、本発明による方法が、時間領域
に存在し、互いに影響し合うＮ個のピークを考慮するように一般化できることは明らかで
ある。
【００４８】
　互いに影響し合う２つのピークの場合、本発明による方法の実施は、好ましくは、以下
のステップを含む。
【００４９】
　ステップ２１は、隣接するピークの影響を考慮せずにスケーリング係数を計算すること
である。
【数１２】
　
　
【００５０】
　ステップ２２は、ディラックインパルスを決定することである。
【数１３】
　
　
　
　
【００５１】
　ステップ２３は、訂正された信号（Ｉ（ｉ）＊ 、Ｑ（ｉ）＊ ）をｉ＝１、２に対して計
算することである。
【数１４】
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
　ステップ２４は、訂正された信号（Ｉ（ｉ）＊ 、Ｑ（ｉ）＊ ）の電力を計算することで
ある。
【数１５】
　
　
【００５３】
　ステップ２５は、訂正された信号に対応し、互いに及ぼすピークの影響を結果的に考慮
するスケーリング係数Ｔ（ｉ）を計算することにある。
【数１６】
　
　
【００５４】
　ステップ２６は、ディラックインパルスＤＩ （ｉ）、ＤＱ （ｉ）を得るために以下の方
程式系列を解くことにある。
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【数１７】
　
　
　
　
　
　
【００５５】
　得られるディラックインパルスは、重み付けされたクリッピング関数係数を作成するた
めにクリッピング関数δ（ｘ）の係数を使用して増倍される。好ましくは、クリッピング
関数は、２５６個の係数で構成される。しかし、当技術分野で知られているいずれのクリ
ッピング関数も、本発明の枠組みの中で使用することができる。
【００５６】
　ステップ２７は、（方程式系列Ｉｃ （ｉ）＝Ｉ（ｉ）－ＤＩ （ｉ）×δ（Δｉ ）、Ｑｃ

（ｉ）＝Ｑ（ｉ）－ＤＱ （ｉ）×δ（Δｉ ））に従って）入力信号（Ｉ（１）、Ｑ（１）
）、（Ｉ（２）、Ｑ（２））を使用して、重み付けされたクリッピング関数係数を差し引
くことである。
【００５７】
　本発明によれば、この方法は、過剰クリッピングが発生しないこと、および、クリッピ
ングされた信号が所定の閾値Ｔｃ ｌ ｉ ｐ に到達することを保証する。

【００５８】
　本発明の好ましい実施形態において、本方法の何回かの反復は、本発明によるクリッピ
ング方法の性能を改善するために繰り返される。
【００５９】
　本実施形態において、ステップ２３から２６は、規定の反復回数に到達するまで繰り返
される。
【００６０】
　好ましくは、２または３回の反復がより良好な結果を与える。
【００６１】
　本発明のさらなる好ましい実施形態において、ハードクリッピングのステップは、本発
明による方法の何回かの反復を使用してクリッピングされた信号に適用される。
【００６２】
　当業者には、本発明による方法が、互いに影響し合うＮ個のピークを使用する手法に拡
張できることが明らかである。それは、前出の式の直接的な一般化を表し、パラメータと
して１＜＝ｉ＜＝Ｎに対するＤＩ （ｉ）、ＤＱ （ｉ）を有し、ここではさらには説明しな
い通常の方程式系列解法に従って解かれる方程式系列に導く。
【００６３】
　図３は、本発明による送信機の実施形態を示す。
【００６４】
　送信機は、信号電力計算モジュール１１を備えるクリッピングモジュール１０、ピーク
検出器１２、および、スケーリング係数計算モジュール１３を含む。クリッピングモジュ
ール１０は、位相内部分、Ｉｎｐｕｔ　Ｉ、および、直交内部分、Ｉｎｐｕｔ　Ｑから構
成される基底帯域信号を入力として受信する。基底帯域信号は、デジタルの形で表され、
そのため、クリッピングモジュール１０はデジタル処理を行う。
【００６５】
　信号の位相内部分の入力Ｉおよび直交内部分の入力Ｑは、（すなわち、複素空間におけ
る実数部分として位相内値を、および、虚数部分として直交内値を有するベクトルの構成
要素を決定することによって）信号の大きさを決定する信号電力計算モジュール１１に接
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の列に対する前記スケーリング係数が、クリッピングされた信号の平均電力が所定の閾値
より高いことを保証する。



続される。
【００６６】
　信号電力は、信号の大きさの振幅と所定の閾値Ｔｃ ｌ ｉ ｐ とを比較するピーク検出器１
２に送出される。ピーク検出器１２は、異なるピーク振幅Ｐｍ ａ ｘ 、対応するＩおよびＱ
の座標Ｉｍａｘ、Ｑｍａｘ、および、ピーク位置Ｔｍａｘを決定する。
【００６７】
　ピーク検出器１２は、その後の処理のために考慮されなければならない、振幅が閾値Ｔ

ｃ ｌ ｉ ｐ より大きいピークを選択する。さらなる選択の基準は、所定の継続時間の時間ウ
インドウにおけるさらなる処理のために保持されるピークの数Ｎである。他の選択基準は
、２つの連続するピーク間の距離である。この距離は、好ましくは、所定の距離、例えば
、クリッピング関数の畳み込み範囲（インパルス応答）より小さい。他のピーク選択基準
を考えることもできる。
【００６８】
　選択されたピーク振幅Ｉｍａｘ、Ｑｍａｘ、Ｐｍａｘ、Ｔｍａｘに関する情報は、ピー
クの畳み込み範囲に位置する他のピークの影響ＤＩｐ ｒ ｅ ｖ ｉ ｏ ｕ ｓ 、ＤＱｐ ｒ ｅ ｖ ｉ ｏ

ｕ ｓ 、および、Ｔｍａｘｐ ｒ ｅ ｖ ｉ ｏ ｕ ｓ を考慮して各ピークに適用されるスケーリング
係数を計算するスケーリング係数計算モジュール１３に送出される。Ｎ個のピークが互い
に影響し合う場合において、全てのＮ個のピークの影響はスケーリング係数の計算におい
て考慮される。
【００６９】
　スケーリング係数計算モジュール１３は、ＤＩ およびＤＱ を得るために図２のステップ
２６に従ってディラック関数をさらに計算する。
【００７０】
　当技術分野において通常行われるように、クリッピング関数係数は計算されたディラッ
ク関数ＤＩ およびＤＱ を使用して重み付けされ、信号Ｉｎｐｕｔ　ＩおよびＩｎｐｕｔ　
Ｑから差し引かれる（Ｉｃ ＝Ｉ－ＤＩ （ｉ）×δ（Δｉ ）、Ｑｃ ＝Ｑ－ＤＱ （ｉ）×δ（
Δｉ ））。入力信号が、当業者によって知られている適切な時間遅延によって遅延される
ことに注意が必要である。
【００７１】
　計算されたディラック関数ＤＩ およびＤＱ は、次のピークのためにディラック関数を計
算する時にＤＩｐ ｒ ｅ ｖ ｉ ｏ ｕ ｓ 、ＤＱｐ ｒ ｅ ｖ ｉ ｏ ｕ ｓ として使用するためにスケーリ
ング係数計算モジュール１３に保存される。
【００７２】
　閾値におけるピークを飽和させる通常の知られているクリッピング法とは逆に、本発明
による方法は、過剰クリッピング効果を発生させないために、ピークの畳み込み範囲に位
置する他のピークの影響を可能な限り正確に考慮する所定の閾値Ｔｃ ｌ ｉ ｐ を超える振幅
を有するピークにスケーリング係数を適用する。本発明による方法によれば、入力信号の
スペクトルは、通常のクリッピング方法の場合より小さな歪みを経験する。
【００７３】
　図４は、本発明によるクリッピング方法の結果を示す。図のｘ座標は時間、すなわち、
さらに詳細には時間ウインドウにおける信号のサンプル数を、図のｙ座標は信号の大きさ
の振幅を表す。
【００７４】
　この例は、単一搬送波の信号を使用して行われたが、当業者には、多搬送波信号につい
ても同一の結果が得られることが明らかである。
【００７５】
　図４に示す信号４１の部分は、通常、所定の閾値Ｔｃ ｌ ｉ ｐ より大きな振幅を有する隣
接するピークの相互の影響を無視する方法については問題を生じる。曲線４２は、本発明
による方法を使用して１回の反復の後に、かつ、２ピークの手法を使用して得られるクリ
ッピングされた信号を示す。

10

20

30

40

50

(10) JP 3863509 B2 2006.12.27



【００７６】
　図５は、異なるクリッピング方法を使用する時に得られるＡＣＬＲが比較される例を示
す。図のｘ座標はクリッピングされた信号のＰＡＲを表し、図のｙ座標はＡＣＬＲをｄＢ
で表す。
【００７７】
　曲線５１は、本発明によるクリッピング方法を適用し、３回反復した後に得られるＡＣ
ＬＲを示す。
【００７８】
　曲線５２は、近接するピークに及ぼす互いの相互作用を考慮しない従来技術のクリッピ
ング方法を３回反復して適用した時に得られるＡＣＬＲを示す。
【００７９】
　約４ｄＢより大きいＰＡＲについては、ＡＣＬＲが曲線５２について有意に増大する。
逆に、本発明による方法を使用すると、ＡＣＬＲは、同じ領域でわずかに増大し、ＡＣＬ
Ｒ閾値より低く留まり、電気通信ネットワークにおけるピークコード領域誤りおよびビッ
ト誤り率の点で良好な性能を保証する。
【００８０】
　本発明によるクリッピング方法の結果は、最大約４ｄＢに等しいピーク対平均比まで、
ＡＣＬＲをほとんど変化させない。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】図１ａにおいては、過剰クリッピング効果が起きない第１の信号を示す図であり
、図１ｂにおいては、過剰クリッピング効果が起きる第２の信号を示す図である。
【図２】本発明によるクリッピング方法の可能な実施のためのフロー図である。
【図３】本発明による送信機の実施形態を示す図である。
【図４】信号に適用された、本発明によるクリッピング方法の結果を示す図である。
【図５】異なるクリッピング方法を使用した時に得られるＡＣＬＲを示す図である。
【符号の説明】
【００８２】
　１０　クリッピングモジュール
　１１　信号電力計算モジュール
　１２　ピーク検出器
　１３　スケーリング係数計算モジュール
　２１、２２、２３、２４、２５、２６　ステップ
　４１　信号
　４２、５１、５２　曲線
　Ｐｅａｋ　ピーク
　Δ　距離
　δ　クリッピング関数
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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